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論文内容要旨
 著者は慢性胃炎の病態を知る目的で,昭和59年9月より昭和43年12月までの間に東北大学
 医学部山形内科に入院した患者のうら,原発性胃炎,胃潰瘍,十二指腸潰煽諭よび胃癌など消化器
 疾患患者を主として141例〔男104例,女57例)について東北大式吸引式胃生検器具を用い
 て胃生検をむこない,採取した正常胃粘膜19例,表層性胃炎54例諭よび萎縮性胃炎68例につ
 いて,次に述べる加水分・解酵素および脱水素酵素を組織化学的に検討し,各酵素の分布,さらに胃
 炎による各酵素の活性の変動をHemaしOxyline-Eo臼in染色による病理組織徐冷よび塩酸ヒ
 スタミン最高刺戟による胃酸分泌と対比し2,ろの知見を絹た。
 検索した酵素は次の通りである。すなわち,加水分解酵素としては,1)alkalinOPhO-
 8phaしa8e(以下ALPと略記する)、2)acidpho8phaじasg(以下Acpと略記する),.
 乙)non-8pecific臼sbera8g(以下E日じと略記する),4)ad.eno8in9じriPho-
 SPhaじa,巳e(以下ATP-a6eと略記する),5)Leucineamlnopepbida8g(.以下
 LAPと略記する),6)pho8PhOalniαa8e(以下PAMと略記する),脱水素酵素とし』ては軌
 1)8u.ccinicd-ehyd.rogena6e(以下SDHと略記する)12)Lacticαehyd.ro-
 gena6e(以下LDHと略記する)1ろ〕層AD-dエaphora8e(以下Diaphと略記する)。
 そ・の結果,正常胃粘膜諭よび胃炎κむける各酵素活性の分布詮よび変動については次のとおりであ
 るo
 i)正常胃粘膜では,被蓋上皮はAcp,E8む,SDH,LDHおよびDlaPhは微弱陽性であった。
 細胞では壁細胞はAcpが中等度陽性,SDH,LDH沿よびDiaphは強陽性で,主細胞はAcp,
 Esじ,SDH,LDHおよびDiaphは中等度陽性であった。ALp,AT]P-a6e,LAP診よびPAM
 の活性はみられなかった。間質に諭ける組織球はAcpお・よぴEβbが陽性,リンパ球はAcp,SDH
 LDH拾よびDiaPhが微弱陽性であった。毛細血管はALP壽よびATP-a8eは陽性で,結合織.
 はLDH診よびDiaPhが微弱陽・准であった0
 2〕表層性胃炎では,被蓋上皮は正常胃粘膜と同じr〔とyまるものもあるが,Acp,E8じ,SDH
 LDHむよびDiaPhに変動がみられ,過形成性変化γ(論いてはAcp,Es」SDHの軽度の増強が
 みられ、LDHおよびDiaphは低'下または増強した。表層性胃炎の腺細胞の酵素分布は正常胃粘
 膜と同じで,その活准も正常胃粘膜と同程度の巾をもつて強弱があるが,極端に活性の低下を示し
 た胃癌むよび鉤虫症の各1例があった。
 5)薬毒制生胃炎では,被蓋上皮は腸上皮化生を壽こさないものは表層性胃炎と同様の酵素変動を
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 示した。腸上皮化生細胞では検索したすべての酵素が活性を示し,小腸粘膜に酷似した分布がみら
 れたが,活性の強さは小腸粘膜よりも弱く牝局在性の不均一があb,小腸粘膜にくらべて非定型的
 な酵素変動を示した。萎縮性胃炎の腺細胞の酵素活性は→投κ腺萎縮とともに減弱するが,壁細胞
 の脱水素酵素は比較的強く保持されているものがある。
 4)原発性胃炎と,他の疾患に随伴する胃炎との間には,酵素変動について明らかな差異は認め
 られなかった。
 一方,胃酸分泌機能は一般に萎縮性胃炎に論いては低下するが,臨床的にしばしばこれと矛盾す
 る症例を経験する。すなわら,腺萎縮のない例で低酸または無酸を示したり,逆に萎縮のある例で
 正酸または過酸を示す例がある。著者もこの様な矛盾した症例を経験し,これらを組織化学的に検
 討した結果,壁細胞の機能不全または機能亢進のあることを知り,組織像だけでなく細胞段階での
 機能を検討する必要のあることを認めた。
 一205一
 審査結果の蚤旨
 著者は'慢性胃炎の病態を知る目的で,東北大学山形内科に入院した患者のうち,康発性胃炎,胃
 潰瘍,十二指1離ま傷むよび胃癌など～毒化器疾懸患者'を主として14コ例(男104例,女57例)について東北
 大式胃生検鑛具を用いて胃生検をむこ攻い,採取した正常胃粘膜19例,表層性胃炎54例むよび萎
 縮性胃炎68例について・,加水分解酵素沿よび脱水素酵素を組織化学的に検討し,各酵素の分布,
 さらに胃炎による各鴎素の活性の変動をHematoxγline一巴08in染色による病理組織像沿よ
 び塩酸ヒスタミン最高刺蛾による胃酸分泌と対比し,1欠のような結果を得ているu
 1)正常胃粘膜では,被蓋上皮はAcp,田θτ,SDH,1・DHおよびDiaPhは微弱陽性であった。
 細胞では壁細胞はAcpが中等度陽性,SDH,LDHおよびDiaPhは強陽性で,主細胞はAcp,
 巴s七,SDH,LDHお・よびDiaphは中等度陽性であっだoALP,ATP-a8e,LAPお、よびPAM
 の活性はみられ瞭がつた。間質にむける絹織球はAcp沿よぴ巴8七が陽性,リンパ球はAcp,
 SDH,1・DF齢よぴDiaPhが微弱陽性であったu毛細血管はALPおよびATP-aseは陽性で
 結合織は一LDH沿よびDiaphが微弱陽性であったり
 2)表廟性胃炎では,被蓋上皮は正常胃粘膜と同じにとyまるものもあるが,AcP,田8t,SDH
 1』DH沿よびDiaphに変動がみられ,過形成変化に寿いではAcp,田st,SDHの軽度の増強が
 みられ,LDH沿よびDiaphは低下または増強した.表層性胃炎の腺細胞の酵素分布は正常胃粘
 膜と同じで,その活性も正常胃粘膜と同程度の巾をもつて強弱があるが,極端に活性の低下を示し
 た胃癌および鉤虫症の各1例があった。
 ろ)萎縮性胃炎では,被蓋上皮は腸上皮化生を沿こさないものは表層性胃炎と同様の酵素変動を
 示した。腸上皮化生細胞では検索したすべての酵素が活性を示し,小腸粘膜に酷似した分布がみら
 れたが,活性の強ざは小腸粘膜よりも弱く,局在性の不均一があり,小腸粘膜にくらべて非定型的
 な酵素変動を示した、萎縮性胃炎の腺細胞の酵素活性は一般に腺萎縮とともに減弱するが,壁細胞
 の脱水素酵素は比較的強く保持されているものがあるu
 4)原発性胃炎と,他の疾患に随伴する胃炎との間には,酵素変動については明らかな差異は認
 められなかった。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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